
　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
介
　
　
今
世
巾
醗
貿
易
懇
志

時
代
に
ま
で
も
及
ん
で
明
治
維
新
今
蹟
の
β
本
を
臨
写
る
根
本
に

な
っ
た
の
で
あ
る
ミ
論
じ
、
「
総
論
の
餓
に
就
て
」
に
於
て
既
の

謝
は
全
く
日
本
を
改
造
さ
せ
、
思
想
上
に
於
て
も
鵠
た
亦
智
識
趣

味
上
に
於
て
も
、
今
迄
貴
族
階
級
專
有
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
一

般
民
衆
的
に
な
る
傾
向
を
持
ち
來
つ
た
の
で
あ
る
ミ
論
じ
て
居
ら

れ
，
其
の
他
全
編
に
渉
っ
て
著
者
の
該
樺
な
る
智
識
ミ
透
徹
せ
る

礎
眼
ミ
囚
は
れ
ざ
る
論
述
ミ
は
大
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。

（
菊
版
本
文
二
六
五
頁
、
京
都
弘
文
堂
書
房
順
行
、
定
償
勢
幽
4

〔
松
野
U

　
　
⑳
今
世
中
國
貿
易
通
志
　
　
　
陳
　
重
　
民
　
編

　
本
書
は
信
櫨
す
べ
き
統
計
に
墓
き
支
那
饗
外
貿
易
の
内
容
を
叙

嘉
し
實
際
の
参
考
に
供
せ
む
、
こ
す
る
も
の
に
し
て
、
第
一
編
は
輪

出
入
貿
易
の
潰
長
、
各
開
港
揚
貿
易
の
概
況
、
船
直
航
蓮
の
盛
嚢

金
銀
現
金
の
寓
入
等
鋤
外
貿
易
の
大
勢
を
叙
し
、
第
二
編
は
庸
愚

貨
物
の
産
地
産
額
、
輸
患
統
計
、
交
易
の
習
償
、
外
闘
に
於
け
る

濡
費
の
元
暦
を
記
し
第
三
編
に
輪
入
貨
物
其
の
産
地
の
歌
況
、
輪

入
統
計
内
地
に
て
の
潰
費
叢
に
市
場
に
於
け
る
競
雫
の
實
況
を
謂

ふ
、
統
計
は
民
謡
九
年
迄
の
も
の
を
用
ひ
、
海
關
華
洋
貿
易
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
第
凶
號
　
　
　
扁
山
豊
山
ハ
　
（
一
山
ハ
山
ハ
）

滴
公
報
、
外
交
公
報
以
下
臼
本
章
の
編
述
に
係
る
十
五
種
以
上
の

請
書
に
基
き
記
託
せ
り
。
（
民
國
十
三
年
四
月
遅
、
商
務
印
書
館
嚢

無
償
大
洋
二
元
五
分
）

　
　
囎
支
那
當
代
新
人
物
　
　

清
水
安
三
著

　
本
書
は
北
京
週
報
空
芋
ざ
し
て
支
那
の
新
人
に
接
回
し
其
の
風

季
抱
懐
に
親
卸
す
る
機
會
多
き
著
者
が
在
支
宣
教
師
の
献
脅
的
努

力
ε
在
支
外
入
の
支
那
研
究
に
熱
心
な
る
く
」
に
動
か
さ
れ
て
支
那

當
代
新
人
物
を
紹
介
せ
む
が
嬬
に
執
筆
せ
し
も
の
に
し
て
、
施
彦

て
現
支
那
政
界
に
於
け
る
事
情
を
叙
し
」
宣
統
帝
、
黍
元
洪
、
讐

鋸
、
張
一
一
、
呉
侃
孚
、
勾
玉
群
、
王
寵
恵
、
江
榮
費
、
華
鴻
銘
、

天
涯
恣
、
康
有
駕
、
梁
啓
超
、
認
適
、
陳
猫
秀
、
李
大
釧
も
李
石
、

曾
孫
文
、
察
三
塁
等
諸
氏
の
事
情
を
叙
し
、
甚
だ
便
利
な
る
書
な

り
（
東
山
尽
口
留
縞
欝
侮
緻
寄
鳳
胤
町
大
阪
屋
｛
號
澄
ロ
唐
無
肢
行
、
四
エ
ハ
版
定
僧
ハ

試
圓
）

　
支
那
新
入
ご
黎
明
蓮
動
　
　
　
清
水
安
三
著

　
発
部
＋
三
章
よ
り
成
り
緒
雷
，
半
数
改
革
ミ
新
守
歌
、
思
想
革

命
ε
新
憲
法
、
憲
章
革
命
ε
諏
訪
來
、
漢
宇
革
命
・
こ
新
字
母
、
學



生
，
こ
民
衆
蓮
動
、
挑
日
の
解
剖
、
婦
入
問
題
ミ
其
影
野
、
支
那
の

主
義
者
総
ま
く
り
、
現
支
那
の
文
學
、
支
那
思
想
界
近
歌
，
現
支

那
の
教
育
事
情
、
支
那
基
督
教
批
判
、
に
分
る
各
項
興
味
あ
る
記

載
に
富
み
維
を
歓
化
ε
其
の
反
動
に
起
し
思
想
界
の
近
歌
に
は
丁

丈
江
，
張
君
働
、
梁
漱
漠
、
胡
適
、
呉
稚
駆
、
隙
猫
秀
の
態
度
を

叙
す
る
が
如
き
、
其
の
記
載
が
頻
々
唱
こ
し
て
我
が
新
闘
紙
に
現
は

る
る
割
合
に
概
観
的
の
知
見
を
鋏
け
る
我
が
邦
入
の
支
那
現
歌
に

卜
す
る
智
識
の
鋏
隔
を
補
ふ
に
は
三
盆
な
る
良
著
ミ
謂
ふ
べ
し
。

（
大
阪
一
一
號
澱
日
店
、
M
幽
六
三
…
四
｝
臼
頁
し
槽
一
二
三
五
・
†
銭
）

　
　
醗
支
那
文
化
史
講
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
高
桑
駒
吉
著

　
東
洋
史
磁
界
の
誉
宿
た
る
著
春
が
從
來
の
東
洋
史
書
の
執
築
紫

を
愛
へ
て
主
S
し
て
所
謂
文
化
史
を
中
心
ミ
し
て
支
那
五
千
年
の

歴
史
を
叙
し
た
る
も
の
な
り
、
周
以
前
、
周
代
、
爾
漢
及
三
國
、

野
里
南
北
朝
、
玉
代
、
宋
代
、
元
代
、
明
代
、
清
代
の
九
章
に
分

ち
各
章
に
歴
史
概
説
、
こ
題
し
て
其
の
時
代
の
皆
野
興
．
亡
史
を
概
説

し
て
繭
聾
し
、
而
し
て
後
に
文
化
史
一
般
ざ
し
て
請
翻
度
、
法
律

諸
科
墨
・
、
丈
藝
、
美
術
、
工
藝
、
脅
樂
、
風
俗
、
習
慣
、
思
潮
、

－
　
、
第
十
雀
　
　
紹
　
介
　
　
支
那
新
人
定
黎
明
蓮
動

衣
食
住
、
農
工
商
業
等
に
つ
き
興
味
津
々
た
る
記
蓮
を
な
せ
り
。

（
東
京
本
郷
簸
蕩
片
町
共
立
杜
焚
行
、
菊
版
五
百
三
十
頁
、
償
四

慰
三
十
銭
）
〔
那
波
】

彙

報

醗
口
　
絡
解
　
説

　
七
塚
の
口
話
ミ
し
て
牧
め
ら
れ
た
二
つ
の
陶
質
撫
は
咋
年
の
五

月
か
ら
六
月
に
亙
っ
て
朝
鮮
縛
督
府
古
蹟
調
査
員
の
弓
術
調
査
を

行
っ
た
慶
州
路
束
里
西
塚
の
愚
見
品
で
あ
る
。
該
獲
掘
が
考
古
學

上
に
種
々
貴
重
な
研
究
資
料
を
齋
し
た
こ
ε
は
前
號
彙
報
欄
に
紹

介
し
た
ぐ
）
こ
ろ
で
あ
る
が
、
此
の
陶
質
器
の
如
き
は
ま
さ
に
其
の

尤
な
る
も
の
x
一
に
数
へ
ら
る
可
き
も
の
で
、
從
來
南
朝
鮮
に
於

い
て
は
殆
ん
う
ご
類
例
を
見
な
か
っ
た
珍
ら
し
い
器
形
を
示
し
て
み

る
、
卸
ち
上
の
一
は
騎
馬
の
人
物
像
で
、
薄
い
踏
板
の
上
に
太
っ
た

馬
の
形
を
造
り
つ
け
、
こ
れ
に
鞍
其
他
の
編
具
を
し
つ
ら
へ
、
別

に
作
っ
た
一
聯
の
入
物
を
乗
せ
た
も
の
、
其
の
馬
に
つ
け
た
置
き

鞍
を
は
じ
め
鈴
↓
杏
葉
、
雲
珠
等
の
馬
具
の
碧
謡
歌
態
を
精
確
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
山
一
鞭
　

（
一
六
七
）


